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沖縄脊髄損傷者連合会 

マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成
研
修
会(

九
州

ブ
ロ
ッ
ク
開
催)

」
に
つ
い
て

は
、
仲
根
が
本
部
の
研
修
委
員

会
委
員
を
兼
ね
て
い
る
こ
と
も

あ
り
、
九
州
の
進
行
段
取
り
を

開
催
支
部
で
あ
る
鹿
児
島
兼
支

部
と
連
携
し
て
準
備
を
す
す
め

る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
養
成
講

座
は
来
る
九
月
二
日(

土)

・
三
日

(

日)

に
開
催
さ
れ
る
予
定
で
、
各

支
部
か
ら
５
名
の
参
加
割
り
当

て
と
な
っ
て
い
ま
す
。
沖
縄
県

支
部
会
員
の
方
で
、
受
講
希
望

が
あ
れ
ば
、
事
務
所
に
問
い
合

わ
せ
し
て
下
さ
い
。 

こ
の
問
題
意
識
の
地
域
格
差
の

原
因
は
、
自
立
支
援
法
に
対
す

る
問
題
意
識
を
も
っ
て
、
い
か

に
対
峙
す
る
姿
勢
が
あ
っ
た
か

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
福
岡
や

沖
縄
で
は
他
の
障
が
い
者
団
体

と
連
携
し
て
反
対
運
動
を
し
て

い
て
、
そ
の
時
期
に
、
本
部
に

よ
る
成
立
要
請
行
為
が
、
連
携

運
動
し
て
い
る
地
域
で
の
、
団

体
間
の
ギ
ク
シ
ャ
ク
が
生
じ
た

と
い
え
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
本

部
の
行
為
に
対
し
て
の
憤
り
を

感
じ
問
題
提
起
し
て
い
る
の

だ
。 今

回
の
問
題
は
、
脊
損
会
の

本
質
的
課
題
な
の
で
、
継
続
的

に
研
究
協
議
す
る
必
要
が
あ

り
、
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
と
し
て
も

具
体
的
対
策
案
を
提
示
す
る
こ

と
が
肝
要
と
意
見
が
ま
と
ま
っ

た
。 ②

の
「
脊
髄
損
傷
者
の
ピ
ア

七
月
十
六
日
～
十
七
日
に
福

岡
県
春
日
市
に
あ
る
福
岡
県
ク

ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
に
於
い
て
、

九
州
各
支
部
が
集
い
開
催
さ
れ

た
。 議

題
は
①
「
障
害
者
自
立
支

援
法
の
成
立
促
進
の
要
請
に
係

る
経
緯
に
つ
い
て 

②
脊
髄
損

傷
者
の
ピ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
養
成

研
修
会(
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
開
催)

に

つ
い
て 
２
項
目
で
協
議
さ
れ
ま

し
た
。 

①
に
つ
い
て
の
全
国
総
会
山

形
大
会
で
の
協
議
で
は
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
地
区
だ
け
が
“
う
る

さ
く
問
題
提
起
し
て
い
る
”
と

い
っ
た
雰
囲
気
で
、
全
体
で
の

問
題
意
識
に
は
な
ら
な
く
、
改

め
て
九
州
地
区
が
具
体
的
対
策

案
を
本
部
提
案
し
て
い
く
こ
と

と
な
っ
た
と
報
告
が
あ
っ
た
。

九
脊
連
定
例
会
参
加
報
告 

 

①
一
心
療
護
園
（
大
宜
味
村
） 

去
る
七
月
二
十
三
日
（
日
）

大
宜
味
村
に
あ
る
身
体
障
害
者

療
護
施
設
・
一
心
療
護
園
に

て
、
沖
脊
連
役
員
に
よ
る
施
設

訪
問
・
交
流
会
を
行
な
い
ま
し

療
護
施
設
訪
問
・
交
流
会 
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設
職
員
の
皆
さ
ん
へ
感
謝
を
申

し
上
げ
る
と
共
に
、
金
武
町
の

方
へ
行
か
れ
る
方
は
、
是
非
、

松
原
園
に
も
足
を
運
ん
で
、
脊

損
の
仲
間
に
会
い
に
行
く
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
。
松
原
園
の

場
所
は
、
高
速
を
北
向
け
に
走

り
→
金
武
の
料
金
所
で
お
り
、

国
道
３
２
９
号
を
さ
ら
に
北
向

け
に
進
む
こ
と
１
５
分
→
右
手

に
「
松
原
園
」
の
看
板
を
目
印

に
右
折
す
る
と
到
着
で
す
。 

③
美
原
の
里(

う
る
ま
市
石
川
） 

午
前
中
の
「
松
原
園
」
の
訪

問
を
終
え
た
後
、
午
後
は
う
る

ま
市
石
川
に
あ
る
身
体
障
害
者

療
護
施
設
「
美
原
の
里
」
に
向

か
い
ま
し
た
。
同
じ
く
５
名
の

ス
タ
ッ
フ
で
訪
問
す
る
と
、
施

設
で
は
、
食
堂
に
脊
髄
損
傷
者

以
外
の
施
設
利
用
者
も
た
く
さ

ん
集
ま
り
、
私
達
を
迎
え
て
く

れ
ま
し
た
。
施
設
利
用
者
の
中

日
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
議
室

を
提
供
し
て
い
た
だ
い
た
療
護

園
施
設
長
を
始
め
、
応
対
し
て

い
た
だ
い
た
施
設
職
員
の
皆
さ

ん
へ
、
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し

て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

②
松
原
園
（
金
武
町
） 

去
る
七
月
三
十
日
（
日
）
、

沖
脊
連
役
員
、
介
助
者
合
わ
せ

て
５
名
で
、
金
武
町
に
あ
る
身

体
障
害
者
療
護
施
設
「
松
原

園
」
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
こ

に
は
沖
脊
連
会
員
２
人
が
入
所

し
て
お
り
、
久
し
振
り
に
会
う

メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
を
深
め
な

が
ら
、
施
設
内
も
案
内
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。 

松
原
園
に
入
所
し
て
い
る
脊

髄
損
傷
者
は
５
名
で
、
「
な
か

な
か
外
出
す
る
機
会
は
少
な

い
」
と
の
こ
と
。
快
く
応
対
し

て
い
た
だ
い
た
平
田
さ
ん
や
施

た
。
ま
た
、
沖
脊
連
が
保
有
す

る
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン
と
障
害

の
程
度
に
対
応
す
る
周
辺
機
器

を
持
ち
寄
り
、
重
度
の
障
害
で

も
パ
ソ
コ
ン
を
操
作
す
る
こ
と

で
情
報
収
集
や
メ
ー
ル
の
や
り

取
り
を
通
し
て
、
継
続
し
た
連

携
が
と
り
や
す
く
な
る
こ
と
を

伝
え
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
お
２

人
に
は
、
施
設
の
中
を
案
内
し

て
も
ら
い
な
が
ら
、
入
所
し
て

い
る
他
の
脊
髄
損
傷
の
方
数
人

も
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
聞
い
て
み
る
と
、
入
所
者

の
中
で
脊
髄
損
傷
の
方
は
、
お

２
人
も
含
め
て
５
名
ほ
ど
お
ら

れ
る
そ
う
で
す
。 

沖
脊
連
会
員
の
会
員
の
皆
さ

ん
や
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
北
部

の
方
へ
遊
び
に
行
く
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
大
宜
味
村
の
一

心
療
護
園
に
も
足
を
運
ん
で
み

て
く
だ
さ
い
。
終
わ
り
に
、
休

た
。
こ
れ
は
、
本
年
度
の
活
動

テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
本

島
内
に
所
在
す
る
８
つ
の
療
護

施
設
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
当

会
員
の
仲
間
達
の
生
活
の
様
子

を
理
解
す
る
こ
と
と
共
に
、
会

員
以
外
の
脊
髄
損
傷
の
方
々
を

紹
介
し
て
い
た
だ
き
、
了
解
が

得
ら
れ
る
方
に
は
、
二
ヶ
月
に

一
度
発
行
し
て
い
る
「
し
ゃ
り

ん
」
や
関
連
情
報
を
継
続
し
て

送
り
、
絶
え
ず
連
携
を
深
め
る

た
め
に
行
な
い
ま
し
た
。 

会
長
、
副
会
長
並
び
に
理
事

や
サ
ポ
ー
タ
ー
合
わ
せ
て
７
名

の
ス
タ
ッ
フ
で
、
訪
問
先
で
あ

る
一
心
療
護
園
の
会
議
室
を
お

借
り
し
て
、
以
前
よ
り
知
り
合

い
で
あ
っ
た
大
見
謝
さ
ん
、
仲

原
さ
ん
と
共
に
床
ず
れ
や
し
び

れ
、
排
尿
・
排
便
の
管
理
の
方

法
な
ど
、
共
通
の
課
題
に
つ
い

て
情
報
交
換
を
お
行
な
い
ま
し
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イ
パ
ス
と
石
川
市
街
へ
続
く
旧

道
と
分
か
れ
る
三
叉
路
を
栄
野

比
方
面
へ
の
旧
道
に
入
る
→
１

０
分
ほ
ど
進
む
と
国
道
３
２
９

号
と
う
る
ま
市
の
天
顔
桟
橋
へ

つ
な
が
る
三
叉
路
を
桟
橋
方
面

へ
右
折
→
５
分
ほ
ど
走
る
と
右

手
に
「
美
原
の
里
」
が
見
え
て

く
る
。 

か
ら
は
、
「
脊
髄
損
傷
に
関
す

る
最
新
の
治
療
法
の
情
報
や
勉

強
会
等
を
も
っ
と
多
く
開
催
し

た
ほ
う
が
よ
い
」
と
い
っ
た
、

積
極
的
で
前
向
き
な
意
見
が
あ

り
、
今
後
も
機
関
紙
「
し
ゃ
り

ん
」
の
発
送
を
中
心
に
、
メ
ー

ル
等
も
活
用
し
て
出
来
る
限
り

の
情
報
提
供
を
行
い
、
連
携
を

深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 現

在
「
美
原
の
里
」
に
は
９

名
ほ
ど
の
施
設
利
用
者
が
い
る

そ
う
で
す
。
ま
た
、
“
支
援

課
”
を
設
置
し
て
、
施
設
利
用

者
の
外
出
支
援
を
中
心
に
し
た

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
も
行

な
っ
て
お
り
、
可
能
な
限
り
施

設
利
用
者
の
要
望
に
応
え
よ
う

と
す
る
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま

し
た
。
「
美
原
の
里
」
へ
は
、

国
道
３
２
９
号
を
北
向
け
に
進

む
→
新
し
く
開
通
し
た
石
川
バ

《
一
心
療
護
園
》 

【
療
護
施
設
住
所
】 

◎
一
心
療
護
園 

大
宜
味
村
字
田
港
７
４
８
の
１ 

電
話
・
０
９
８
０
‐
４
４
‐
２
２
３
４ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
９
８
０
‐
４
４
‐
２
６
３
３ 

◎
松
原
園 

金
武
町
字
金
武
４
２
３
１ 

電
話
・
０
９
８
‐
９
６
８
‐
３
９
６
１ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
９
８
‐
９
６
８
‐
３
９
１
６ 

◎
美
原
の
里 

う
る
ま
市
石
川
東
恩
納
１
５
１

７ 電
話
・
０
９
８
‐
９
６
５
‐
３
３
０
８ 

Ｆ
Ａ
Ｘ
・
０
９
８
‐
９
６
５
‐
２
０
２
２ 

広告 

（
報
告
・
上
里
） 
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毎
月
三
十
日
発
行 

Ｏ
Ｄ
Ａ
号
外 

発
行
人 

沖
縄
県
南
風
原
町
字
神
里
六
三
一 

沖
縄
県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会 

編
集
人 

沖
縄
県
那
覇
市
石
嶺
町
四
ー
三
七
三
ー
一
西
棟
２
Ｆ 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
小
規
模
団
体
室
・
し
ゃ
り
ん
編
集
部 

上
里
一
之 

購
読
料
は
会
費
に
含
む 

 

【
頒
価 

二
十
円
】 

《
松
原
園
》 

《
美
原
の
里
》 

広告 

去
る
七
月
十
二(

水
）
、
東
風

平
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
に
よ

る
車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
体
験
交
流
が
行
な
わ

れ
、
沖
縄
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
メ

ン
バ
ー
５
名
、
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

１
名
が
講
師
と
し
て
参
加
し
ま

し
た
。
午
前
中
は
メ
ン
バ
ー
の

州
鎌
に
よ
る
、
障
害
者
ス
ポ
ー

ツ
を
中
心
と
し
た
講
話
が
行
な

わ
れ
、
午
後
か
ら
は
ツ
イ
ン
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
ル
ー
ル
説

明
、
又
参
加
中
学
生
同
士
に
よ

る
体
験
ゲ
ー
ム
が
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
今
回
、
生
徒
約
３
０
名

が
参
加
し
て
い
ま
し
た
が
、
車

椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
の
楽
し
さ
を

実
際
に
体
験
し
、
ゲ
ー
ム
で
も

一
生
懸
命
プ
レ
ー
し
て
い
ま
し

た
。 

車
い
す
ツ
イ
ン
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
体
験
交
流 


